
宿泊増売と地域活性化へ
　ＪＴＢ　地域担当

　
杉
本
　
健
次
　
氏

Ｊ
Ｔ
Ｂ
沖
縄
代
表
取
締
役
兼
社
長
執
行
役
員

先進的な取り組みで全国をリード

　
井
上
　
浩
一
　
氏

Ｊ
Ｔ
Ｂ
法
人
事
業
本
部

福

岡

支

店

長
　
九
州
エ
リ
ア
広
域
担
当
　

オール九州、法人個人、製販一体で

　
宇
田
川
　
雄
彦
　
氏

Ｊ
Ｔ
Ｂ
執
行
役
員
法
人
事
業
本
部
関
西
広
域
代
表
　

今、関西・西日本が熱い

　
内
海
　
勝
仁
　
氏

Ｊ
Ｔ
Ｂ
法
人
事
業
本
部

名
古
屋
事
業
部
長
　
中
部
エ
リ
ア
広
域
担
当

地域と共に、価値の創造に挑戦
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２
０
１
８
年
度
の
沖
縄
観
光

は
、
国
内
客
と
訪
日
客
の
増
加

に
よ
り
、
前
年
に
引
き
続
き
好

調
に
推
移
し
、
来
沖
者
数
は
過

去
最
高
の
９
９
９
万
９
千
人
を

達
成
し
た
。

　
麻
疹
や
台
風
の
影
響
は
あ
っ

た
も
の
の
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ

の
取
り
扱
い
が
１
４
０
万
人
を

超
え
た
の
は
、
旅
ホ
連
沖
縄
支

部
連
合
会
や
レ
キ
オ
ス
会
の
皆

さ
ま
の
お
か
げ
と
深
く
感
謝
し

て
い
る
。

　
２
０
１
９
年
度
は
、
「
全
国

育
樹
祭
」
や
４
県
同
時
開
催
の

「
南
部
九
州
総
体
」
な
ど
沖
縄

開
催
の
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
完
全

斡
旋
（
あ
っ
せ
ん
）
、
ク
ル
ー

ズ
を
中
心
と
し
た
訪
日
営
業
、

沖
縄
発
の
法
人
・
教
育
・
個
人

グ
ル
ー
プ
営
業
も
強
化
し
、
全

国
の
宿
泊
券
増
売
に
貢
献
し
て

い
く
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
旅
ホ
連
沖

縄
支
部
連
合
会
や
レ
キ
オ
ス
会

の
皆
さ
ま
と
の
さ
ら
な
る
連
携

が
不
可
欠
で
あ
り
、
い
っ
そ
う

の
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

　
ま
た
、
沖
縄
を
訪
れ
る
観
光

客
の
満
足
度
の
向
上
や
地
域
経

済
へ
の
貢
献
を
目
的
と
し
た
沖

縄
バ
リ
ュ
ー
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
さ
ら
に

強
化
し
て
い

く
。

　
オ
フ
期
の
沖

縄
観
光
の
ム
ー

ブ
メ
ン
ト
を
醸

成
す
る
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
「
Ｏ

ｋ
ｉ
ｎ
ａ
ｗ
ａ

　
Ｅ
―
Ｍ
ｏ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」
の
開

催
、
世
界
自
然
遺
産
で
注
目
さ

れ
る
北
部
や
ん
ば
る
の
開
発
な

ど
、
沖
縄
県
の
課
題
で
も
あ
る

観
光
消
費
額
ア
ッ
プ
に
欠
か
せ

な
い
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
や
ス
ト

レ
ス
フ
リ
ー
な
旅
を
実
現
す
る

た
め
の
２
次
交
通
の
充
実
を
図

る
。

　
そ
の
た
め
に
は
地
元
の
自
治

体
や
企
業
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
、
協
業
を
大
事
に
し
て
い

き
た
い
。

　
さ
ら
に
、
那
覇
空
港
第
２
滑

走
路
の
供
用
開
始
に
向
け
て
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
全
国
的
な
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
と
し
て
「
日
本
の
旬
　
沖

縄
」
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
沖

縄
観
光
の
売
り
込
み
を
強
化
す

る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
を
再
び
上

昇
・
成
長
軌
道
に
乗
せ
る
た
め

に
、
地
域
軸
で
統
合
し
た
会
社

の
強
み
を
生
か
し
て
い
く
。

　
九
州
は
世
界
経
済
の
新
た
な

核
と
し
て
発
展
す
る
東
ア
ジ
ア

と
の
歴
史
的
、地
理
的
な
近
接

性
に
加
え
、「
自
然
」「
温
泉
」

「
食
」「
歴
史
・
文
化
」「
人
情
」と

多
彩
な
魅
力
を
有
し
て
い
る
。

昨
年
は「
長
崎
と
天
草
地
方
の

潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」

が
九
州
で
五
つ
目
の
世
界
遺
産

と
し
て
登
録
さ
れ
、先
月
に
は

新
元
号「
令
和
」の
典
拠
が
太
宰

府
の
地
で
行
わ
れ
た「
梅
花
の

宴
」を
記
し
た
日
本
最
古
の
歌

集『
万
葉
集
』「
梅
花
の
歌
三
十

二
首
序
文
」で
あ
る
こ
と
が
発

表
さ
れ
る
な
ど
、地
元
だ
け
で

な
く
、国
内
外
か
ら
の
観
光
客

で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
今
年
は「
Ｇ

財
務

大
臣
・
中
央
銀
行
総
裁
会
議
」

「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

（
Ｒ
Ｗ
Ｃ
）」「
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
世
界
大
会
」と
国
際
的
大
規

模
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
る
年

で
も
あ
る
。Ｒ
Ｗ
Ｃ
開
催
期
間

中
、熊
本
地
震
か
ら
の
創
造
的

復
興
に
向
け
て
九
州
・
山
口
地

域
の
魅
力
を
全
世
界
に
Ｐ
Ｒ
す

る「
博
多
祇
園
山
笠
」や「
八
代

妙
見
祭
り
」な
ど
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
財
の「
九
州
５
大
祭
り
」

を
含
む

余
り
の
祭
り
が
熊
本

に
一
堂
に
集
結

し
圧
巻
の
競
演

を
魅
せ
る「
祭

り
ア
イ
ラ
ン
ド

九
州
」が
官
民

を
挙
げ
て
開
催

さ
れ
る
。広
域

Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
あ
る

九
州
観
光
推
進

機
構
が
掲
げ
る「
九
州
は
ひ
と

つ
」の
理
念
の
も
と
、九
州
の
観

光
産
業
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
み
が
加
速
し
て
い
る
。

　「
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」後
に

は
、弊
社
グ
ル
ー
プ
最
大
の
国

内
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン「
日
本
の
旬
」が
九
州

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
契
機
と
し
て
地

域
の
観
光
素
材
を
磨
き
上
げ
、

将
来
の
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
残
し

て
い
け
る
よ
う
し
っ
か
り
と
し

た
準
備
を
進
め
る
。新
生
Ｊ
Ｔ

Ｂ
２
年
目
を
迎
え
る
今
年
は
ま

さ
に
真
価
を
問
わ
れ
る
年
と
し

て
九
州
全
県
の
法
人
支
店
へ
観

光
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
配
置
、

九
州
仕
入
商
品
企
画
部
と
連
携

を
強
め
、Ａ
Ｌ
Ｌ
九
州
、法
人
個

人
、製
版
一
体
に
よ
り
国
内
外

か
ら
の
交
流
人
口
拡
大
、観
光

消
費
拡
大
、新
た
な
事
業
創
出

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
昨
年

月
に
２
０
２
５
年
の

国
際
博
覧
会
の
開
催
地
が「
大

阪
・
関
西
」に
決
定
し
た
。官
民

の
総
力
を
結
集
し
て
の
誘
致
成

功
に
関
西
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
を
見
せ
て
い
る
。「
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
日

本
大
会
」「
東
京
２
０
２
０
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

「
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー

ム
ズ
２
０
２
１
関
西
」と
関
西
・

西
日
本
へ
の
人
流
の
拡
大
が
期

待
さ
れ
る
。大
阪
Ｉ
Ｒ
誘
致
の

動
き
も
加
速
し
て
お
り
、関
西

を
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
に
国
内
外
の

お
客
さ
ま
を
関
西
・
西
日
本
エ

リ
ア
に
そ
し
て
全
国
に
送
客
で

き
る
仕
組
み
の
提
案
が
Ｊ
Ｔ
Ｂ

に
求
め
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、関

西
経
済
連
合
会
は
東
南
ア
ジ
ア

７
カ
国
と
観
光
、農
業
、医
療
な

ど
５
分
野
で
交
流
を
拡
大
す
る

ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
プ
ラ
ッ

ト
フ
オ
ー
ム
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
。観
光
部
会
で
は
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
で
マ
レ
ー
シ
ア
、イ

ン
ド
ネ
シ
ア
を
対
象
国
に
、特

に
今
後
の
伸
び
が
期
待
さ
れ
る

イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
方
々
に
対
す

る
ハ
ラ
ル
対
応
の
充
実
に
取
り

組
ん
で
い
る
。ジ
ャ
パ
ニ
カ
ン

と
連
携
し
た
商
品
を
拡
大
し
て

い
き
た
い
。こ

の
よ
う
に
国
内

外
の
マ
ー
ケ
ッ

ト
需
要
の
獲
得

に
大
切
な
こ
と

が「
交
流
」
と

「
連
携
」の
視
点

で
あ
る
こ
と
が

明
白
に
な
っ
て

い
る
。

　
宿
泊
券
増
売
に
つ
い
て
は
販

売
チ
ャ
ネ
ル
ご
と
の
取
り
組
み

を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
進
め
て
き

た
が
、こ
れ
か
ら
は
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
定
め
そ
の
特
性
に
合
わ
せ

た
販
売
手
法
を
構
築
す
る
必
要

が
出
て
き
て
い
る
と
感
じ
る
。

日
本
の
総
人
口
が
減
少
し
て
い

く
今
、地
域
な
ら
で
は
の
魅
力

を
盛
り
込
ん
だ
商
品
で
日
本
人

の
お
客
さ
ま
の
リ
ピ
ー
タ
ー
化

（
旅
行
回
数
の
増
加
）を
図
り
、

外
国
人
の
お
客
さ
ま
に
は
高
付

加
価
値
商
品
を
提
案
す
る
こ
と

で
宿
泊
単
価
を
上
げ
て
い
く
取

り
組
み
が
重
要
と
な
る
。「
大
阪

・
関
西
万
博
」ま
で
の
黄
金
の
時

間
を
い
よ
い
よ
迎
え
る
が
、関

西
・
西
日
本
と
国
内
各
エ
リ
ア

の
広
域
連
携
で
魅
力
あ
る
商
品

づ
く
り
、広
域
周
遊
の
仕
組
み

づ
く
り
を
実
現
し
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ

連
施
設
皆
さ
ま
の
宿
泊
券
の
増

売
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。

　
広
大
な
中
部
エ
リ
ア
は
、
豊

か
な
自
然
と
、
そ
れ
ら
に
育
ま

れ
た
食
や
文
化
、
歴
史
、
産
業

な
ど
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
た
エ

リ
ア
で
あ
る
。

　
域
内
の
宿
泊
増
売
に
向
け
て

は
、
「
諏
訪
　
御
柱
祭
」
「
阿

智
村
　
天
空
の
楽
園
」
「
意
外

と
熱
海
」
な
ど
過
去
に
数
々
の

取
り
組
み
事
例
が
あ
る
よ
う

に
、
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
な
ら
で
は
の
価

値
」
を
提
供
し
、
地
域
の
宝
を

磨
き
上
げ
、
全
国
・
世
界
に
発

信
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
地
域

の
方
々
と
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
む
こ
と
で
、
地
域
の
課
題
解

決
と
地
域
発
展
に
寄
与
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
お
い
て

は
、
産
官
連
携
し
た
昇
龍
道
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、
外
国
人
宿
泊

者
数
の
前
年
比
伸
び
率
は
全
国

平
均
を
上
回
り
８
０
６
万
人
泊

で
あ
っ
た
。
大
型
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
を
契
機
に
、
さ
ら
な
る

人
流
創
出
を
図
り
、
２
０
２
０

年
ま
で
に
延
べ
宿
泊
者
数
１
４

０
０
万
人
を
目
指
し
て
い
る
。

　
中
部
エ
リ
ア
に
お
い
て
は
製

造
業
を
中
心
に
経
済
は
活
況
で

あ
り
、
法
人
需
要
も
ま
だ
拡
大

が
見
込
ま
れ
る
。
伸
長
を
続
け

る
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
に
加
え
、
Ｒ

Ｗ
Ｃ
や
Ｔ
Ｏ
Ｋ

Ｙ
Ｏ
２
０
２
０

を
は
じ
め
と
す

る
大
型
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
、

愛
知
県
国
際
展

示
場
の
開
業
を

契
機
と
し
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
誘
致

や
開
催
な
ど
、
将
来
に
わ
た
っ

て
明
る
い
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
多

い
。
な
お
、
新
た
な
展
示
場
の

開
業
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
杜
の

賑
い
愛
知
」
も
開
催
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
今
年
度
９
月
に
は
中

部
国
際
空
港
新
タ
ー
ミ
ナ
ル
、

２
０
２
２
年
度
は
北
陸
新
幹
線

金
沢
―
敦
賀
間
開
業
に
よ
り
、

観
光
業
の
イ
ン
フ
ラ
は
さ
ら
に

拡
充
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
は
２
０
２
７
年
度
の

リ
ニ
ア
開
業
に
よ
り
首
都
圏
と

中
京
圏
が
一
体
化
し
て
巨
大
な

大
交
流
圏
が
形
成
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
に
対
し
、
地
域
に
正
対

し
各
施
設
の
皆
さ
ま
や
自
治

体
、
住
民
の
方
々
と
連
携
し
Ｊ

Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
が
保
有
す
る

「
専
門
性
」
と
「
総
合
力
」
を

掛
け
合
わ
せ
、
こ
の
魅
力
に
あ

ふ
れ
た
地
域
を
さ
ら
に
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
。


